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日本語の /u/ において [u] が生起する要因

靳　琳・江　崎　哲　也

要　　旨

　日本語教育では、日本語の /u/ を非円唇母音 [ɯ] としていることが多い。一方、先行研究では円唇母

音 [u] の存在が指摘されている。本研究では、日本語母語話者が /u/ を円唇母音 [u] と発話する要因を

解明するため、実験を行い、言語外的要因、及び言語内的要因を探った。その結果、/u/ の含まれる音

節にアクセント核がある場合、また /u/ の直前に半母音 /j/ がある場合に円唇母音 [u] と発話される率

が高まることが確認された。また、発話スタイルが [u] の生起率に影響を与えることも明らかになった。

キーワード : /u/、非円唇母音、円唇母音、アクセント核、半母音、発話スタイル

１.　はじめに

　日本語非母語話者に対する日本語教育では、日本語母

音 /u/ を非円唇母音 [ɯ] として扱っている。また、日本

語音声学のテキストでは、日本語母音 /u/ は非円唇母音

[ɯ] であると述べていることが多い。日本語音声学のテ

キストである、池田（2000）、猪塚ら（2003）は日本語

母音 /u/ は非円唇母音としている。一方、日本語母音 /

u/ は非円唇母音であるということに対して否定的な観

点を持つ研究者もいる。斎藤（2018）は現代共通日本語

の母音 /u/ は「[u] に比べると唇の丸めがかなり少ない

が、丸めのない [ɯ] とも異なる」と述べている。

　一方、日本語母音 /u/ は円唇母音か非円唇母音かに関

して、これまでの研究には諸説ある。杉藤（1997）は、

日本語の /u/ が [ɯ] とされることについて、「東日本の

特徴であって、すくなくとも名古屋以西では [u] に近

い」と述べている。また、東京でも若い世代で [u] の発

音が見られるとも述べている。つまり、現代共通日本語

の /u/ について、地域差、年代差が存在しているという

わけである。また、大塲（2012）は /u/ の含まれる語を

日本語母語話者に発話させ、画像から唇の形を確認し、

母音 /u/ が円唇かどうかを分析し、その結果、非円唇の

[ɯ] に近い唇の形は少数の話者でしか観察されなかった

と述べている。また、先行子音が歯茎音の時に発話され

た/u/は円唇の[u]になりやすいと述べている。しかし、

大塲の実験では被験者の性別、言語形成地、及び年齢が

制限されていない。また、発話の実験には 13 語しか用

いられておらず、音環境のバランスが考慮されていたと

は言い難い。そこで、本稿では、地域差、年齢差を排除

しつつ、さらに /u/ が含まれる音節のアクセント核の有

無、/u/ の直前の半母音 /j/ の有無、直前子音の有声無

声などの言語内的要因、また発話スタイル（言語外的要

因）といった側面から、日本語母語話者がどのような場

合に /u/ を [u] と発音するのか、その要因を明らかにす

ることとした。

２.　実験方法

　前節で述べたように、本稿では日本語母語話者に円唇

母音 [u] が生起する要因を明らかにするため、資料の収

集と分析を行った。本節ではまず実験に用いた語の選定

について述べ、また録音・録画を行った環境及び実験方

法を説明する。

２.１　語の選定

　音環境の影響を測定するため、現代共通日本語のウ段

のすべて、及びウ段長音のある語をとりあげる。また、

アクセント核の有無による影響を測定するため、/u/ が

含まれる音節にアクセント核があるものとないものを取

り上げた。また、語の馴染み度の違いによる差をなく

すため、『基本語データベース　語義別単語親密度』に

よって７段階の基準の中で、単語親密度４以上の語を選

定した（表１参照）。このようにして音環境と単語親密

度を十分考慮した 66 語を選定した。

２.２　被験者

　地域差、年齢差を排除するため、言語形成期を山梨で

過ごした 18 歳～ 21 歳の女性（山梨大学の学生）12 名

に限定した。表２に12名の被験者の年齢、居住地を示す。

このうち、被験者 F003 は生理的な要因からか日本語母

音 /u/ を常に円唇母音 [u] で発話したため、以下の分析

からは排除した。また、被検者 F006 は７～ 12 歳時の

主な居住地が香港であったため、以下の分析からは除外

し、計 10 名を分析対象とした。

２.３　録音・録画を行った環境、使用機材

　録音・録画は、2018 年６～７月に防音・反響に十分

配慮した山梨大学内の研究室で行った。デジタルビデ

オカメラは SONY HDR-XR500 を使用した。マイクは

audio-technica バックエレクトレット型ヘッドウォーン

マイクロホン ATM75、レコーダーは Marantz Portable 
Solid State Recorder Model PMD660 を用いた。

　実験を行った環境を図１に示す。被験者は机の前に座

り、机に置かれたパソコンのマウスをクリックする。そ

のパソコンの画面上にランダムに表示される語をそのま

ま読み上げるセッションと、表示された語に「がありま
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表１　/u/ を含む語の選定（第４モーラ以降にアクセント核がある語は省略）

表２　話者情報

す。」を付け加えて読み上げるセッションを各５回行っ

た。リラックスした状態で実験に臨んでもらうために、

実験に先立ち何度か練習を行い、セッションごとに短い

休憩を挟んだ。また、読み間違えた場合は再度発話する

よう促した。録音はヘッドセット型マイクで行い、録画

は被験者の正面と真横に設置した２台のビデオカメラで

行った。なお、被験者の正面に設置したビデオカメラは

被験者から約 1.5 ｍ、真横に設置したビデオカメラは被

験者から約１ｍの距離から主に口唇の周辺を撮影した。
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３．分析

　前述した方法で収集したデータを用い、調音音声学的

に分析した。録画した動画から日本語母音 /u/ を発話し

ている画像（正面・真横）を切り取り、一つずつ円唇か

どうかを判断した。

　なお、本稿では全５回のセッションのうち、第２回目、

第３回目のセッションのみを分析対象とした（66 語×

２発話スタイル（語読み上げ・文読み上げ）×２セッショ

ン× 10 被験者 =2,640）。

　この 2,640 のデータの中で、/u/ が円唇母音で発話さ

れたのが 334 回で、非円唇で発話されたのは 2,306 回

であった（図２参照）。母音 /u/ が円唇で発音された率

は 12.65％にも及ぶ。これは日本語母語話者の発話には

円唇母音 [u] が見られることを示している。日本語母音

/u/ は常に非円唇母音であるとは言えないのではないか

と思われる。

 

　以下では、言語内的要因及び言語外的要因を分けて取

り上げ、日本語母語話者において [u] が生起する要因を

検討する。

日本語の /u/ において [u] が生起する要因

図１　実験環境

図２　/u/は円唇か非円唇か

４.　言語内的要因

４.１　アクセント核の有無

　アクセント核の有無が [u] の生起率に影響を与えるの

ではないかと考え、分析した。図３に結果を示す。/u/

が含まれる音節にアクセント核のある語を調音する際、

/u/ が円唇になる比率は 15.23％であるのに対し、/u/

が含まれる音節にアクセント核のない語は 10.08％に過

ぎなかった。

　この５ポイントの差に意味があるのか χ2 乗検定を

行ったところ、p 値は 0.00069 で、１％水準で有意差が

認められた。つまり、/u/ が含まれる音節にアクセント

核のある語を調音する際には円唇になりやすいと言え、

アクセント核の有無が /u/ を調音する時の唇の形に影響

を与えると考えられる。

４.２　/u/ の直前の半母音 /j/ の有無

　観察の結果、半母音 /j/ が先行する際に /u/ が円唇母

音 [u] になりやすいことが明らかであったため、その割

合を算出した（図４参照）。その結果、/u/ の直前に半

母音 /j/ がない場合、/u/ が円唇になる比率は 7.76％

であったのに対し、/u/ の直前に半母音 /j/ のある語

を発話する場合は、/u/ が円唇になる比率は 19.29％

にも上った。また、χ2 乗検定を行ったところ、p 値は

図３　/u/は円唇か非円唇か ―アクセント核の有無―

図４　/u/は円唇か非円唇か ―先行半母音/j/の有無―



－ 20 －

山梨大学教育国際化推進機構　紀要年報　５.２０１８

0.0000000000000000013 で、１％水準で有意差が認めら

れた。ここから、/u/ の直前の半母音 /j/ の存在が、円

唇母音 [u] の生起する要因の一つであることがうかがえ

る。

４.３　直前子音の有声無声

　先行研究により、/u/ に先行する子音が [u] の生起率

に影響を与えていることは指摘されていたが、有・無声

が影響を与えているか否かについては検討されていな

かった。図５に結果を示すi。/u/ の直前の子音が無声の

語の /u/ が円唇になる比率は 8.65％に達しているのに

対し、直前の子音が有声の語の /u/ が円唇になる比率は

3.96％であった。また、χ2 乗検定を行ったところ、p 値

は 0.001 で、１％水準で有意差が認められた。このこと

から、/u/ の直前の子音が無声である場合に円唇になり

やすいことがわかる。ただ、母音 /u/ が円唇で発音され

た比率がデータ全体では 12.65％であったことを考える

と、いずれも低い値である。

５.言語外的要因 ―発話スタイルの差―

　図６は被験者 10 人の読み上げスタイルの違いによる

/u/ における [u] の生起率である。縦軸は /u/ における

[u] の生起率を表し、横軸は読み上げスタイルを示して

いる。10 名の被験者の中で、８人が「語読み上げスタ

イル」による [u] の生起率のほうが、「文読み上げスタ

イル」による [u] の生起率より高かった。これはなぜな

のだろうか。Labov(1972) はニューヨーク市において語

末の「r」が社会階層が上になればなるほど、またスピー

チスタイルが高くなればなるほど出現しやすくなると述

べている。本実験でも同様に、スピーチスタイルがより

高いと思われる「語読み上げスタイル」で [u] の生起率

が高くなっている。言い換えれば、発音を意識した場合

に日本語母音 /u/ が [ɯ] ではなく円唇母音 [u] になりや

すいと言える。したがって、読み上げスタイルは円唇母

音 [u] の生起する要因の一つであると考えられる。ただ

図５　/u/は円唇か非円唇か ―先行子音の有声・無声―

し、日本語の [u] が標準的、あるいは威信形であるとは

言えない。あくまで発音そのものを意識した時に [u] が

出現しやすくなるだけである。これは、実験方法によっ

ては [u] が出現しやすくなることを意味しており、先行

研究の「[u] の生起率」についても再考する必要がある

ことを示している。

６.まとめと今後の課題

　本稿では、日本語母語話者が /u/ を円唇母音 [u] と発

音する要因について分析した。その結果、/u/ が含まれ

る音節にアクセント核があるかないか、また /u/ の直前

に半母音 /j/ があるかないか、直前の子音の有・無声な

どの言語内的要因、また発話スタイルの違い（言語外的

要因）が [u] の生起要因であることが明らかになった。

　以上のことは、日本語母音 /u/ において [u] が生起す

る要因の解明を進められたと思われる。しかしながら、

残された問題もある。本稿で明らかになった要因がどの

ように影響を与えているかはまだ解明されていない。こ

の問題については、今回扱えなかったデータをより詳細

に検討していき、明らかにしたい。
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図６　/u/は円唇か非円唇か ―発話スタイル別―
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